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〓入試〓 

平成 19 年度入学者選抜要項の公表 

（入 試 課） 
 

 平成 19 年度入学者選抜要項が 7月に公表されました。概要は以下のとおりです。 

 

○募集人員                         （人） 

募 集 人 員 
学      科 入学定員 

前期日程 後期日程 推薦入学

機械システム工学科

電 気 電 子 工 学 科

情報システム工学科

化学システム工学科

機 能 材 料 工 学 科

土 木 開 発 工 学 科

80 

80 

60 

60 

50 

80 

35 

40 

25 

30 

18 

32 

30 

28 

25 

14 

22 

32 

15 

12 

10 

16 

10 

16 

合      計 410 180 151 79 

注 後期日程の募集人員には，各学科とも帰国子女特別選抜の募集人員若干人を含む 

 

○選抜方法等 

一般選抜 

 前期日程 後期日程 

選抜方法 

大学入試センター試験の成績及び出身

学校長から提出された調査書の内容を

総合して行う。 

大学入試センター試験の成績，本学が

行う個別学力検査の成績及び出身学校

長から提出された調査書の内容を総合

して行う。 

出願期間 平成 19 年 1 月 29 日（月）から平成 19 年 2 月 6日（火）まで 

試 験 日 個別試験は課さない 平成 19 年 3 月 12 日（月） 

合格発表 平成 19 年 3 月 6日（火） 平成 19 年 3 月 20 日（火） 

 

推薦入学 

選抜方法 
学校長より推薦された者について，調査書，推薦書の内容及び小論文，面接の結

果を総合して行う。 

出願期間 平成 18 年 11 月１日（水）～平成 18 年 11 月７日（火） 

出願要件 

高等学校若しくは中等教育学校を平成 19 年 3 月卒業見込みの者で，次の二つの
条件を満たし，かつ志望学科への能力・適性等について学校長が責任を持って推
薦できるもの 
①高等学校若しくは中等教育学校における学習成績・人物ともに優れ，特に数学，
理科の成績が優秀な者 

②志望学科の分野に強い勉学意識と関心を持ち，大学での学習において優れた成
果が期待できる者 

選抜期日 平成 18 年 12 月 1 日（金） （小論文・面接） 

合格発表 平成 18 年 12 月 14 日（木） 
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帰国子女特別選抜 

選抜方法 
大学入試センター試験及び個別学力検査を免除し，成績証明書等の成績，小論文，

面接の結果を総合して行う。 

出願要件 略 

出願期間 平成 18 年 11 月１日（水）～平成 18 年 11 月７日（火） 

選抜期日 平成 18 年 12 月 1 日（金） （小論文・面接） 

合格発表 平成 18 年 12 月 14 日（木） 

 

 

○試験教科･科目・配点 

  教 科 科         目 配 点 合 計 

国 語 国語 1科目 １００ 

社 会 地理歴史または公民から 1科目 ５０ 

数Ⅰ，数Ⅰ・Ａから 1科目 
数 学 

数Ⅱ・Ｂ，工業数理基礎から1科目 注① 
３００ 

理 科 理科から 2科目   ３００ 

センター試験 

(5 教科 7科目)

外国語 外国語から 1科目  注② ２５０ 

前

期

日

程 

個別学力検査 課さない  

１０００

国 語 ５０ 

社 会 ５０ 

数 学 １００ 

理 科 １００ 

センター試験 

(5 教科 7科目)

外国語 

前期日程と同じ 

２００ 

数 学 数学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ａ，Ｂ，Ｃ ３００ 

後

期

日

程 

個別学力検査
理 科 物Ⅰ・物Ⅱ，化Ⅰ・化Ⅱから 1科目  ２００ 

１０００

注①：工業数理基礎を選択できる者は当該科目の履修者等 

注②：外国語のうち，英語にはリスニングテストを含む 
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平成 19 年度編入学試験（推薦による選抜）の実施 

 
（入 試 課） 

  
平成 19 年度編入学試験（推薦による選抜）が実施されました。 

 各学科別の合格者数等は次表のとおりです。 
 

学 科 名 募集人員 志願者 受験者 合格者 

機械システム工学科 2 2 2 
電気電子工学科 2 2 2 

情報システム工学科 0 0 0 
化学システム工学科 0 0 0 
機能材料工学科 0 0 0 
土木開発工学科 3 3 3 

合  計 

10 人 

7 7 7 
 

 

 

平成 19 年度編入学試験（学力試験による選抜）の実施 

 
（入 試 課） 

 
 平成 19 年度編入学試験（学力試験による選抜）が実施されました。 
 各学科別の合格者数等は次表のとおりです。 
    

学 科 名 募集人員 志願者 受験者 合格者 

機械システム工学科 0 0 0 
電気電子工学科 0 0 0 

情報システム工学科 5 5 3 
化学システム工学科 0 0 0 
機能材料工学科 0 0 0 
土木開発工学科 0 0 0 

合  計 

若
干
人 

5 5 3 
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〓研究助成〓 

 

平成 18 年度共同研究の受入状況 

(研究協力課) 

 
 

 

平成 18 年度受託研究の受入状況 

（研究協力課） 

 



平成１８年７月３１日現在
所　　属 職　名 研　究　者 寄　　附　　目　　的　　 寄　附　者 寄附金額

円

電気電子工学科 助教授 菅原　宣義
新潟下越雪害検討：塩雪害に関する事
故解析と実証試験

株式会社　工学気象研究所 2,520,000

機械システム工学科 教　授 大橋　鉄也
計算工学による組織と特性予測技術に
関する研究助成

社団法人日本鉄鋼協会 150,000

電気電子工学科 教　授 平山　浩一
『誘電率測定法に関する研究』にたい
する研究助成

株式会社　関東電子応用開
発

300,000

機械システム工学科 助教授 鈴木　聡一郎 医用工学研究のため 北見医工連携研究会 200,000

学　長 常本　秀幸
北見工業大学奨学基金要領第1条に基づ
く教育の奨励

二俣　正美 300,000

電気電子工学科 教　授 田村　淳二
水素製造用風力発電の制御技術確立の
ための研究助成

株式会社　日立製作所　基
礎研究所

480,000

機械システム工学科 教　授 冨士　明良 コーヒー研究に対する助成 株式会社　ユニカフェ 500,000

土木開発工学科 助教授 早川　博
「海跡湖に注ぐ河川流域の土砂動態に
関する研究」工学研究のため

財団法人　北海道河川防災
研究センター

1,300,000

土木開発工学科 教　授 大島　俊之
橋梁用ゴム部材耐震機能装置の低温条
件下における機能特性の研究

株式会社ブリヂストン(免震
開発部）

300,000

土木開発工学科 教　授 大島　俊之
マリンホースの低温条件下における機
能特性の研究

株式会社ブリヂストン(土
木・海洋資材開発部）

250,000

土木開発工学科 教　授 佐渡　公明
「北海道内22気象官署降水量データを
用いたＴ年確率降水量の経年変化解
析」工学研究のため

財団法人　北海道河川防災
研究センター

1,300,000

土木開発工学科 教　授 大島　俊之 道路構造の防災対策の検討
財団法人　北海道道路管理
技術センター

300,000

土木開発工学科 教　授 鈴木　輝之 道路構造の防災対策の検討
財団法人　北海道道路管理
技術センター

300,000

情報システム工学科 教　授 鈴木　茂人 画像処理の研究支援
株式会社　ジェイマックシ
ステム

1,000,000

国際交流センター 教　授 山岸　喬 コーヒー研究に対する助成 株式会社　ユニカフェ 500,000

土木開発工学科 助教授 後藤　隆司 工学研究のため 株式会社　豊水設計 100,000

土木開発工学科 教　授 森　訓保 工学研究のため 株式会社　豊水設計 100,000

土木開発工学科 助教授 三上　修一 工学研究のため 有限会社　アミューズ 100,000

土木開発工学科 教　授 大島　俊之 工学研究のため 有限会社　アミューズ 100,000

国際交流センター 教　授 山岸　喬 学術研究のための助成 共成製薬株式会社 700,000

機能材料工学科 教　授 青木　清
非パラジウム系水素透過合金に関する
調査・研究のため

日立金属株式会社先端エレ
クトロニクス研究所

1,000,000

機械システム工学科 教　授 大橋　鉄也
塑性力学シミュレーションによる微細
多結晶金属の変形挙動研究を助成する

株式会社本田技術研究所四
輪開発センター

1,000,000

国際交流センター 教　授 山岸　喬 工学研究のため 株式会社　カイゲン 700,000

化学システム工学科 助　手 齋藤　伸吾 工学研究のため 株式会社　シノテスト 500,000

国際交流センター 助教授 菅野　亨 多孔性材料の研究開発に対する助成
有限会社　稚内グリーン
ファクトリー

200,000

電気電子工学科
教　授

教務職員
田村　淳二
高橋　理音

風力発電を含む系統の系統安定度解析
および向上方策に関する研究

北海道電力株式会社 1,000,000

平成18年度累計　36件

平成18年度奨学寄附金受入状況
（研究協力課）

-6-



 - 7 -

〓人事〓 

 

人 事 異 動 

（総務企画課） 
○大学発令 

発令年月日 現 職 名 氏 名 異 動 内 容 

１８． ６．３０ 学生支援課生活支援係長 三浦 千春 辞職 

１８． ７．３１ 総務企画課人事係事務職員 北澤 いくみ 辞職 

１８． ８． １ 情報図書課副課長 美村 光俊 
情報図書課副課長 

（情報図書課情報図書企画係長兼務）

〃 情報図書課情報図書企画係長 小野 恵子 学生支援課生活支援係長 

〃  （新規採用） 西尾 貴則 総務企画課人事係 

〃  （新規採用） 反保 聡史 情報図書課情報図書企画係 

 
 
 

新 任 者 紹 介 

（総務企画課） 

 

○総務企画課事務職員に 西尾
に し お

 貴則
たかのり

 氏 

 

昭５６． １．２５生 

平１６． ３ 公立はこだて未来大学システム情報科学部卒業 

 １８． ６ 北海道地区国立大学法人等職員採用試験合格 

 １８． ８ 北見工業大学総務企画課 

 

 

○情報図書課事務職員に 反保
た ん ぼ

 聡史
さ と し

 氏 

 

昭５８．１１． ８生 

平１８． ３ 北海道教育大学教育学部卒業 

 １８． ６ 北海道地区国立大学法人等職員採用試験合格 

 １８． ８ 北見工業大学情報図書課 
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〓会議〓 

 

 

平成 18 年度道内国立学校等総務部課長会議及び 

北海道地区国立学校等労務担当課長会議を開催 

（総務企画課） 
 
平成 18 年度道内国立学校等総務部課長

会議及び北海道地区国立学校等労務担当課

長会議が、去る６月 15 日・16 日の両日、

本学を当番大学として開催された。 

 両会議は、道内の７国立大学、４つの国

立高専及び２つの国立青少年機関の総務担

当部課長及び労務担当課長の意見・情報交

換の場として毎年開催される。 

 15 日に開催された道内国立学校等総務部

課長会議では、道内大学共同事務処理体制、

人件費削減の取組み状況などについて協議

したほか、新昇給制度に係る勤務実績の給

与への反映方法などについて活発な情報交

換が行われた。 

 翌 16 日に開催された北海道地区国立学

校等労務担当課長会議では、「労務管理等に

ついて」などを議題として各国立大学法人

等の状況について情報交換が行われた。

 
 

 

議事風景 
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〓諸 報〓 

 

新任教員研修（第２回）を実施 

                                                               （教 務 課） 

 

 本学ＦＤ推進の一環としての新任教員研修

を、６月２日（金）に実施しました。 

 本研修は、平成 14 年度の第１回以来４年振

りに実施され、平成 16 年１月以降に採用され

た教員 17人が参加しました。 

 当日は、常本学長の講話「本学の最近の課

題」、大島副学長の講義「安全管理の考え方」、

小林副学長の講義「中教審答申に見る高等教育

の方向性と本学における取組みと課題」、高橋

前副学長の基調講演「本学におけるこれまでの

ＦＤへの取組み」、中谷助教授の特別講演「金

沢工大におけるＦＤへの取組み」が行われまし

た。 

 特に、学長講話の中では、少子化に伴う学生

確保の問題点、魅力ある教員像、教育力向上の

ためのポイント、また、これからの研究分野へ

の取組み課題など、法人化３年目に入っての教

員の在り方について具体的提言があり、これに

対し受講した教員は熱心に聞き入っていまし

た。 

 その後の懇親会では、講師陣と受講者の活発

な意見交換が見られました。

 

 

父母懇談会（春季）を開催 

                                                               （教 務 課） 

 

 例年、春・秋に開催している「父母懇談会

（春季）」を、６月 11 日（日）北海道大学学

術交流会館を会場として実施しまた。 

 当日は、88 組 125 名の父母が参加し、常本

学長からは「本学の取組み課題」、「教員に求

める教育力」、「魅力ある研究内容」等の現在、

大学に求められている課題を中心に、小林副

学長からは「高等教育における北見工業大学

の取り組みの現状と目標」、学生後援会会長か

らは「後援会の活動状況など」について説明

がありました。 

 その後、各学科、専攻に分かれて行われた

個別面談では、各学科の教員が対応し、父母

からは修学状況、就職問題等について質問が

出され、熱心にやりとりが交わされました。 

  また、個別面談までの待ち時間には常本学

長、小林副学長により、父母との質疑応答等

の時間が設けられ、大学生活の内容や学生を

とりまく生活環境に焦点がおかれた質問や、

学生が就職をするにあたって必要となるであ

ろう基本的事項や情報収集、また資格試験の

取得に関する質問が寄せられました。特に本

学の最新情報を入手したいということから、

本学のホームページのデータ更新を迅速に行

ってほしいという意見が出され、父母からの

大学に対する高い関心が示されました。

 

講話する常本学長 

全体説明会の様子 
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奨学・奨励金授与式 

（学生支援課） 
 

本学における教育の奨励を目的に設けら

れた奨学基金による奨学・奨励金の平成 17

年度の授与式が 6月 25 日（日）に行われま

した。今年度も昨年に引き続き、大学祭の

イベントの一つとして附属図書館前広場大

学祭特設ステージで行われ、学生、大学関

係者が見守る中 18 名が表彰されました。 

表彰式では、常本学長から受賞者一人一

人に賞状と記念品が授与されるとともに祝

辞が贈られました。 

受賞学生は次のとおりです。 

 
  １年次 ２年次 ３年次 

機械システム工学科 米山 一豊 宮本 泰志 遠藤 涼平 

電気電子工学科 小林 斗志樹 荒巻 博行 山崎 拓哉 

情報システム工学科 横山 文人 五十地 扶 山﨑 伸也 

化学システム工学科 島畑 淳史 濱屋 悟 澁谷 由香理 

機能材料工学科 榎本 洋一 笹木 裕生 對馬 慎也 

土木開発工学科 小岩 慎治 土田 悠樹 高柳 達徳 

※学年は昨年度のものです。 
 
 

 
集合写真 
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「平成 17 年度ベストティーチング賞」表彰式を実施 

 

                                                               （教 務 課） 

 

 去る７月３日、平成 17 年度ベストティー

チング賞の表彰式を実施しました。 

 同賞は平成 13 年度に創設されたもので、

今回は平成 17 年度に実施した学生による

授業評価の結果、授業に対する準備、熱意、

指導などが顕著であるとされた教員７名

（各学科６名、共通講座１名）が受賞し、

このうち３名は２度目の受賞となりまし

た。なお、授業形態や教材などの工夫で教

育改善が顕著であった教員を表彰する「エ

クセレントプログラム賞」の該当者はいま

せんでした。 

 表彰式では、学長から一人ひとりに盾が

授与され、また受賞者に対してお祝いと激

励の言葉が述べられました。 

 なお、受賞された方々は、以下のとおり

です。 

 

「ベストティーチング賞」 

機械システム工学科  教 授  冨 士  明 良 

電 気 電 子 工 学 科  助教授  植 田  孝 夫 

情報システム工学科  教 授  亀 丸  俊 一 

化学システム工学科  教 授  吉 田    孝 

機 能 材 料 工 学 科  助教授  村 田  美 樹 

土 木 開 発 工 学 科  教 授  高 橋  修 平 

共 通 講 座  助教授  鳴 島  史 之 

「エクセレントプログラム賞」 

該当者なし 

 

 
学長を中心に 

「平成 17 年度ベストティーチング賞」受賞者 
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トリノ五輪女子カーリング代表選手が講演 

（教 務 課） 

 
 去る７月 5日、トリノ五輪女子カー

リング代表選手として活躍した小野寺

歩、林弓枝のお二人を招き特別講演が

行われました。 

本学が昨年度から開講している学部

科目「総合工学Ⅰ」の一環として実施

されました。 

トリノでの競技の苦労話、なじみの

薄いカーリング競技ルールの説明、ス

ティックの扱い方の実演に聴講した学

生約 600 人が熱心に聞き入っていまし

た。熱気あふれる会場では、参加した

学生から「是非カーリングをやってみ

たい」などの意見が出され、講演した

お二人を喜ばせていました。講演の最

後に、学生に対しお二人から「周囲の

支えに感謝すること」「自分の夢に向か

って一歩を踏み出す勇気を持つことの

大切さ」のエールが送られました。 

 講演終了後、常本学長からお二人に

お礼の言葉と本学からの記念の品が渡

されました。 

  
 
 

北見工業大学永年勤務者表彰式 

（総務企画課） 

 

 国立大学法人北見工業大学永年勤務者表彰式が

７月７日（金）15時より学長室において行われま

した。 

 今回の表彰は６月 17 日にご逝去された機械シ

ステム工学科森谷優助教授が37年の永い間、本学

に勤務され、貢献されたことに感謝して執り行わ

れたもので、常本学長から森谷夫人に対して表彰

状の授与並びに記念品が贈呈されました。 

 
 
 

 
講演する小野寺 歩、林 弓枝両氏 

 
スティックの扱い方を実演する様子 

表彰式 



 

 

 

株式会社北洋銀行との包括連携協定調印式 
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（研究協力課） 
 

去る 7月 21 日（金）北見東急インにおい

て、株式会社北洋銀行と本学は、地域経済

の一層の活性化と自立的発展に資すること

を目的とする協定書締結の調印式を行いま

した。 

本学、北洋銀行の関係者が見守る中、株

式会社北洋銀行の横内頭取と本学の常本学

長が相互に協定書に調印しました。 

この協定書により今後、①新たな産学連

携モデル、大学が有する知的財産の有効活 

用等の研究、②大学発ベンチャー、新事業・

新規事業分野に関する情報交換及び支援、

③相互の人的支援、人材育成に関する協力、

④その他、本協定の目的達成のため必要な

事項について事業の推進をしていくことと

なります。 

本協定書締結により研究交流、人材交流、

及び人材育成等の幅広い分野で実りある産

学官金連携の成果と一層の地域貢献が期待

されます。

 

協定書を取り交わす常本学長と横内頭取 
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ISO14001 認証取得に強力な助っ人 

（施 設 課） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常本学長、大島理事、亀丸専門委員会委員長と環境保全学生委員会の学生 

 

本学の中期目標・中期計画には、平成 18 年

度に ISO14001 認証取得を目指すことが明記さ

れており、現在、施設環境委員会の下に

ISO14001 取得専門委員会を設置し、粛々とそ

の作業を進めているところです。 

 しかしながら、この認証取得には全学の約８

割を占める学生の協力が不可欠であるため、急

遽、協力してくれる学生を募集したところ、情

報システム工学科４年生 林 雅紀さん、化学

システム工学科４年生 戸ヶ崎 寛考さん、機

能材料工学科３年生 小野 祐介さん、化学シ

ステム工学科２年 小笠原 知美さん、機能材

料工学科２年生 岸野 裕絵さん、機能材料工

学科２年生 兵吾 真由さんの有志６名が協

力をかって出てくれました。 

 ６名の学生の活動母体には環境保全学生委

員会という名称がつけられ、７月 25 日（火）

昼休みに常本学長自ら、任命書と直筆の冊子

「美しい地球を子孫に」を手渡し、認証取得へ

の協力を依頼しました。 

 学生は、冊子に学長より個々人の名前と「美

しい構内を後輩に」のサインをしていただいた

文字を目にし、感激を新たにしておりました。 

 今後は、ゴミ分別状況の調査等を手始めとし

て、数々の協力を願うこととなっており、多く

の学生をこの活動に引き入れていただき、また

牽引してくれることを期待されています。
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「オープンキャンパス」の実施 

（入 試 課） 

 

７月 29 日（土）に大学進学を希望する高校

生等を対象としたオープンキャンパスが開催

され、道内外から父母、高等学校教諭等を含む

178 人（昨年比 42 人増）が参加しました。学

長挨拶から始まり、各学科紹介のリレートーク

に続き、在学生によるキャンパス案内が行われ

ました。 

また、大学生協の協力で、学食体験として参

加者全員に大学生に人気のメニューが提供さ

れ、こちらも大変好評な企画となりました。 

午後は各学科において体験学習が行われ、参

加者は熱心に取り組んでいました。最後に生協

食堂においてブース形式による各学科や在学

生による個別相談を実施して終了しましたが、

当日は、北見らしい晴天にも恵まれ、参加者か

らは大変好評な感想が得られました。 

 

  

体験学習①                体験学習②      

 

  

学食体験                    個別相談 



〓規程〓

（16ページから21ページまで、掲載略）



6 月 2 日 新任教員研修

5 日 企画運営会議

7 日 教育研究評議会

7 日 地域共同研究センター座学官連携推進員会議

9 日 教育研究組織検討会議

11 日 父母懇談会（春季）札幌

12 日 教務委員会

14 日 編入学試験（推薦による選抜）

15 日 道内国立学校等総務部課長会議

15 日 北海道地区国立学校等労務担当課長会議

19 日 企画運営会議

20 日 広報委員会

20 日 入学者選抜委員会

21 日 教授会、研究科委員会

21 日 編入学試験（推薦による選抜）合格発表

23 日 経営協議会、役員会

23 日 休講（大学祭準備）

23 日 第１回就職ガイダンス

24 日 第44回大学祭（　～25日）

26 日 教育研究組織検討会議

7 月 3 日 企画運営会議

3 日 KITげんき会総会

5 日 編入学試験（学力試験による選抜）

6 日 教育研究組織検討委員会

6 日 教育研究評議会

7 日 永年勤務者表彰式

7 日 附属図書館委員会

10 日 企画運営会議

11 日 第３回国際交流委員会

11 日 入学者選抜委員会

12 日 教授会、全学説明会

12 日 第１回公開講座（　～8/9）

12 日 編入学試験（学力試験による選抜）合格発表

21 日 北洋銀行株式会社との包括連携協定書調印式

21 日 発明審査委員会

25 日 金曜日授業振替日

26 日 前期定期試験（　～8/4）

28 日 地域共同研究センター座学官連携推進員･協力員合同会議

29 日 オープンキャンパス

31 日 地域連携推進委員会

〓日誌〓

(総務企画課）
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